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(57)【要約】
　投薬アセンブリ（１０４）及び容器（１０２）を備え
る医療用送達システム（１００）が提供される。本シス
テムでは、容器（１０２）が純粋な直線運動により投薬
アセンブリ（１０４）にロックされ、純粋な回転運動に
より投薬アセンブリ（１０４）からロック解除される。
この医療用送達システム（１００）に使用するのに適し
た投薬アセンブリ（１０４）及び容器（１０２）も提供
される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－チャンバ内に薬剤を収容し、且つスライド可能に配置されて流出口に向かって遠位方
向に移動可能であることによりチャンバの容積を減少させて薬剤を放出するピストンを有
する容器、及び
　－容器に固定される投薬アセンブリであって、固定されるとそのドライバが容器のピス
トンを遠位方向へ移動させることが可能な投薬アセンブリ
を備え、
　－投薬アセンブリには、投薬アセンブリに容器が固定される際に容器の第２の固定手段
と係合する第１の固定手段が画定されており、第１の固定手段及び／又は第２の固定手段
は、
　　－容器及び投薬アセンブリの一方と、容器及び投薬アセンブリの他方の少なくとも一
部との、直線的な非回転運動によって容器が投薬アセンブリにロックされ、且つ
　　－容器及び投薬アセンブリの一方と、容器及び投薬アセンブリの他方の少なくとも一
部との、回転的な非直線運動によって容器が投薬アセンブリからロック解除される
ような形状を有する、医療用送達システム。
【請求項２】
　容器及び投薬アセンブリの一方が、容器及び投薬アセンブリの他方に設けられた対応す
る半径方向に延びるコード化窪み内に受容される一又は複数の半径方向に延びるコード化
突起を有しており、半径方向に延びるコード化突起と半径方向に延びるコード化窪みが所
定のコード化形状を画定しない限り、容器が投薬アセンブリにロックされることが防止さ
れる、請求項１に記載の医療用送達システム。
【請求項３】
　容器及び投薬アセンブリの一方が、容器及び投薬アセンブリの他方に設けられた対応す
る凹部に受容される一又は複数の軸方向に延びる凸部を有しており、軸方向に延びる凸部
と軸方向に延びる凹部が所定のコード化形状を画定しない限り、容器が投薬アセンブリに
ロックされることが防止される、請求項１又は２に記載の医療用送達システム。
【請求項４】
　容器及び投薬アセンブリの一方が回転可能な把持部材を備えており、
　　－回転可能な把持部材と、容器及び投薬アセンブリの他方との、直線的な非回転運動
によって容器が投薬アセンブリにロックされ、且つ
　　－回転可能な把持部材と、容器及び投薬アセンブリの他方との、回転的な非直線運動
によって容器が投薬アセンブリからロック解除される
請求項１ないし３のいずれか一項に記載の、医療用送達システム。
【請求項５】
　第１固定手段及び第２固定手段の一方に、第１固定手段及び第２固定手段の他方に設け
られた対応する半径方向に延びる固定用窪み内に受容される少なくとも一つの半径方向に
延びる固定用突起が画定されている、請求項１ないし４のいずれか一項に記載の医療用送
達システム。
【請求項６】
　一又は複数の固定用突起が、容器を投薬アセンブリに取り付ける際に容器を投薬アセン
ブリと係合させると、当該固定用突起を半径方向に内側又は外側に押し込む第１の傾斜表
面を有する、請求項５に記載の医療用送達システム。
【請求項７】
　一又は複数の固定用突起が、対応する固定用窪みの表面に係合する第２の傾斜表面を有
しており、これにより投薬アセンブリに対して容器を回転させると、固定用突起が半径方
向に内側又は外側に押し込まれる、請求項５又は６に記載の医療用送達システム。
【請求項８】
　第１固定手段及び第２固定手段の各々が、容器が投薬アセンブリに固定されると軸方向
に整列する一の窪みから構成されており、第１固定手段及び第２固定手段の一方が、容器
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が投薬アセンブリに固定されているとき窪みによって画定される空洞内において軸方向に
可動なロック部材を更に備える、請求項１ないし４のいずれか一項に記載の医療用送達シ
ステム。
【請求項９】
　容器が投薬アセンブリに固定されているとき、容器と投薬アセンブリとを互いに対して
回転運動させると、ロック部材が半径方向に収縮又は拡大することで投薬アセンブリから
容器がロック解除され、よって投薬アセンブリに対して容器が直線的に可動となる、請求
項８に記載の医療用送達システム。
【請求項１０】
　容器及び投薬アセンブリの各々が半径方向に延びる一の接触面を有し、各接触面が、ロ
ック部材に設けられた対応する半径方向に延びる表面と係合することにより、容器と投薬
アセンブリを互いに対して回転させると、接触面がロック部材に円周方向の圧力を掛けて
ロック部材を拡大又は縮小させる、請求項８又は９に記載の医療用送達システム。
【請求項１１】
　請求項１ないし１０のいずれか一項に記載の医療用送達システムに使用される容器であ
って、チャンバ内に薬剤を収容し、且つスライド可能に配置されて流出口に向かって遠位
方向に移動可能であることによりチャンバの容積を減少させて薬剤を放出するピストンを
有する容器。
【請求項１２】
　円周方向に延びる窪みと当該窪みに受容されるリング状のロック部材とから構成される
固定手段を含み、当該窪み内においてリング状部材が半径方向に可動である、請求項１１
に記載の容器。
【請求項１３】
　円周方向に延びる窪みと、半径方向に延びる接触面を有する半径方向に延びる凸部とか
ら構成される固定手段を含み、前記半径方向に延びる接触面が、前記円周方向に延びる窪
みと少なくとも部分的に軸方向に整列する、請求項１１に記載の容器。
【請求項１４】
　一又は複数の半径方向に延びるコード化突起及び／又は窪みを更に含む、請求項１１な
いし１３のいずれか一項に記載の容器。
【請求項１５】
　一又は複数の軸方向に延びる凸部及び／又は凹部を更に含む、請求項１１ないし１４の
いずれか一項に記載の容器。
【請求項１６】
　請求項１ないし１０のいずれか一項に記載の医療用送達システムに使用するのに適した
投薬アセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、容器及び投薬アセンブリを備えた医療用送達システムに関するものである。
具体的には、本発明は、容器が、非回転運動により投薬アセンブリにロックされ、非直線
運動によって投薬アセンブリからロック解除される医療用送達システムに関する。更に、
本発明は、そのような医療用送達システムに使用される容器と、同システムに使用される
投薬アセンブリとに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、特定の患者グループに受け入れられやすい優れた医療用送達装置を提供するた
めに、薬剤送達システムには患者の利益となる大きな多様性が提供されている。市販の送
達システムの数が増大するにつれ、多くの種類の薬剤保持カートリッジ又は容器が流通し
ている。これらの種類の容器の多くは様々な面で異なっている。
　薬剤容器のそれぞれが、多数の異なる薬剤の中から選択される特定の種類の薬剤を充填
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することができるだけでなく、複数の容器に、同じ分類に属する異なる種類の（例えば短
時間作用性又は長時間作用性インスリン）薬剤を収容することができ、及び一の特定の薬
剤を異なる濃度で収容することができる。
【０００３】
　更に、各容器を、つまりは送達システムを、特定のユーザのニーズに合わせてカスタマ
イズするために、容器の容積を変化させることができる。容器容積は、容器の長さ又は直
径を変化させることにより変化させることができる。これらの変更は、通常、医療用送達
システムの投薬アセンブリに対応する変更が行われることを意味し、容器から薬剤を放出
するための駆動要素において特定のストロークが行われるか、又は最適な投薬精度が設定
される。異なる薬剤容器を、特定の送達システムそれぞれの設計要件、例えば容器に収容
されるピストンに必要な滑り摩擦により更に区別することができる。
　利用可能な多種類の容器を区別するために、多数の容器コード及び連結システムが開発
された。以下のような機械的コード化及び連結システムが従来技術に既知である。
【０００４】
　米国特許第５６１１７８３号は、遠位部にアンプルを収容することができ、且つ近位部
に容量設定及び駆動機構を収容するペン型注射器に関するものである。近位部分及び遠位
部分は相互にロックするバヨネット連結手段を有している。特定の近位部と接続して特定
の遠位部が使用されることを保証するパターンを形成するために、突起部を設けることが
できる。
　国際公開第０３／０１７９１５号には、遠位端に機械的コードを有するカートリッジが
公開されている。機械的コードは円形の突起の形態を有し、この円形の外径は、カートリ
ッジに収容されるインスリンの特定の濃度に専用である。
【０００５】
　米国特許第５６９３０２７号には、選択された注射器に標準的なカートリッジを適合さ
せるためのプラスチック製のトップ部材が開示されている。プラスチック製のトップ部材
には、注射器に設けられた対応する手段とキー係合する手段を設け、注射器内のカートリ
ッジに搭載したとき、回転しないようにすることができる。一部の種類の注射器では、更
に、カートリッジと注射器とのそのようなキー係合を使用することにより、使用されるカ
ートリッジの種類が特定の種類に確実に限定される。
　米国特許第６６４８８５９号には、薬剤送達ペン型注射器の再使用可能なペン本体アセ
ンブリに使用される薬物カートリッジアセンブリが開示されている。異なる種類のものが
使用されることを避けるために、ペン本体アセンブリと薬剤カートリッジとは互いに適合
しており、つまり、対応するねじ山と溝、バヨネットねじ山と溝、スナップ係合、又は逆
ルアーロック式に噛み合う一対のラグによって、ネジ係合することができる。噛み合う部
材は、他の種類のアセンブリの使用が防止されるように選択され、例えば互いにのみ噛み
合い、他のアセンブリとは噛み合わないようにねじ山のピッチを調節することができる。
　また別の先行技術によるシステムがＤＥ２０１１０６９０Ｕ１に開示されている。
【発明の概要】
【０００６】
　本発明の好適な一実施形態の目的は、既知のシステムに替わるものを提供することであ
る。更に、本発明の好適な一実施形態の目的は、多数のコード化形状を設けることが可能
な薬剤送達システムを提供することである。
　加えて、本発明の好適な一実施形態の目的は、第１の運動により容器が投薬アセンブリ
にロックされ、且つ第１の運動の逆の運動とは異なる第２の運動により容器が投薬アセン
ブリからロック解除される、ロックシステムを提供することである。
【０００７】
　更に、本発明の好適な一実施形態の目的は、互換性のある容器／投薬アセンブリの組の
中から特定の選択を行うかどうかに関わらず、所定の医療用送達システムの容器と投薬ア
センブリが互いに連結／連結解除（ロック／ロック解除）されるとき、ユーザがほぼ同じ
固定／連結／ロックの操作運動を感じるようなコード化システムを提供することである。
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加えて、本発明の好適な一実施形態の目的は、多数の異なる方法でコード化された容器／
投薬アセンブリを有すると同時に、機械的故障の可能性が最小化された頑丈なシステムを
提供することである。
　更に、本発明の好適な一実施形態の目的は、投薬アセンブリに容器を固定するための直
感的固定機構を提供することである。
【０００８】
　本発明の第１の態様は医療用送達システムに関し、本システムは、
－容器と、スライド可能に配置されたピストンとによって画定されるチャンバ内に薬物を
収容する容器であって、ピストンが出口に向かって遠位方向に移動可能であることにより
、チャンバの容積が減少して薬物が放出される容器と、
－容器に固定され、そのドライバによって容器のピストンを遠位方向に移動させることが
できる投薬アセンブリと
を備え、
－投薬アセンブリには、容器が投薬アセンブリに固定される際に容器に設けられた第２固
定手段に係合する第１固定手段が画定されており、第１及び／又は第２固定手段は、
　－容器及び投薬アセンブリの一方と、容器及び投薬アセンブリの他方の少なくとも一部
との、直線的な非回転運動により、容器が投薬アセンブリにロックされ、
　－容器及び投薬アセンブリの一方と、容器及び投薬アセンブリの他方の少なくとも一部
との、回転的な非直線運動により、容器が投薬アセンブリからロック解除される
ような形状を有する。
【０００９】
　本発明の明細書において、用語「医療用送達システム」は、薬物を含有する流動可能な
薬剤を投与する機能を有するあらゆるシステムを意味する。医療用送達システムの例は、
注入ポンプアプリケーション、注入器（ｄｏｓｅｒ）、ペン型注入器、モータ駆動注入器
、及びＡｕｔｏＰｅｎ（オートペン：ＴＭ）のような自動注射器である。
　本発明は、送達装置の投薬アセンブリに連結される容器からユーザに薬剤を投与する機
能を備える全ての種類の薬物送達装置に適用することができる。送達装置は、薬物を経皮
的投与、皮下投与、静脈内投与、筋肉内投与、又は肺内投与する全ての送達装置を含むこ
とができる。
【００１０】
　本明細書で使用する場合、「薬剤」という用語は、薬剤を含有する流動性薬物の全てを
指し、この流動性薬物は中空針のような送達手段を制御下で通過することができるもので
あって、例えば液体、溶液、ゲル、又は微細懸濁液などである。代表的な薬剤としては、
ペプチド、タンパク質（例えば、インスリン、インスリン類似体、及びＣ－ペプチド）、
及びホルモンのような調合薬、生物学的に誘導されるか活性化された調製物、ホルモン剤
及び遺伝子薬物、栄養調合剤及び他の物質を挙げることができ、これらの物質の固体（調
剤）、液体の両方が含まれる。
　容器のチャンバは、容器の一つ以上の側壁と滑動可能に配置されるピストンとによって
画定することができる。ほとんどの実施形態では、容器の少なくとも一部分がリング状で
あり、且つピストンを収容する円筒形空洞を画定する。容器の遠位端は、カニューレが貫
通する密閉部を含むことにより、チャンバに収容される薬物をカニューレを通して放出す
ることができる。容器の遠位端は、カニューレを保持するホルダに取り付けることができ
る。例えば、容器の遠位端は、ホルダの対応するネジ部と螺合するネジ部を含むことによ
り、ホルダを容器にネジ締めすることができる。
【００１１】
　容器は、薬剤を充填したカートリッジを受けるカートリッジホルダとして設けることが
でき、カートリッジは、内部に配置されてスライド可能なピストンと、流体の流出口を閉
じる穿孔可能な膜とを有し、且つ取り外し可能に又は固定式に、カートリッジホルダ内に
収容される。別の構成では、容器は、容器の壁部に接触する薬剤流動体を有する閉鎖され
た容器であって、内部にスライド可能に配置されるピストンと、流体流出口を閉鎖する穿
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孔可能な膜とを有する容器として設けることができる。
　容器の流出口は、カニューレ又はニードル、又はニードルハブ、又は注入セット、或い
は容器に収容される薬物との流体接続を可能にする他のいずれかの流体連通導管と協働す
ることができるか、又はこれらの要素によって画定することができる。
【００１２】
　投薬アセンブリのドライバは、ピストンを遠位方向に移動させるピストンロッドを含む
ことができる。ピストンロッドは、ピストンよりも剛性が高い要素を含むことができ、当
該要素が、ピストンの近位側に向いた表面の少なくとも一部、好ましくは大部分に接する
ことにより、ピストンロッドによって高剛性要素に加えられた力が、ピストンロッドがピ
ストンに直接係合している場合よりピストンの近位側表面の広い領域に加わる。
　本発明の文脈において、「窪み」及び「突起」という用語は、半径方向に延びる部材／
要素／手段に関してのみ使用され、「凹部」及び「凸部」という用語は、軸方向に延びる
部材／要素／手段に関してのみ使用される。しかしながら、「窪み」と「凹部」は同義で
あり、「突起」と「凹部」は同義である。
【００１３】
　容器は、直線的な非回転運動、例えば純粋な直線運動によって投薬アセンブリにロック
される。加えて、容器は、回転的な非直線運動、例えば純粋な回転運動によって投薬アセ
ンブリにロック解除される。
　一実施形態では、容器及び投薬アセンブリの一方が、容器及び投薬アセンブリの他方に
設けられた半径方向に延びる対応するコード化窪みに受容される一又は複数の半径方向に
延びるコード化突起を備えており、半径方向に延びるコード化突起と半径方向に延びるコ
ード化窪みが所定のコード化形状を画定しない限り、容器が投薬アセンブリにロックされ
ることが防止される。
【００１４】
　前実施形態により、所定の投薬アセンブリには所定の容器しか取り付けることができな
いので、ユーザの安全性が向上する。このように、投薬アセンブリは、所定の種類及び／
又は濃度の薬剤しか使用できないように設計することができ、他の濃度又は種類の薬剤を
収容する容器は投薬アセンブリに取り付けることができない。
　一実施形態では、半径方向に延びる突起を軸方向に動かして半径方向に延びる窪み内に
入れることができ、更に軸方向に移動させると突起は窪みから外れ、よって容器と投薬ア
センブリは互いに対して自由に又はほぼ自由に回転可能となる。
【００１５】
　容器と投薬アセンブリは直線的な非回転運動により互いにロックされるので、半径方向
に延びるコード化突起と窪みとは、突起が窪みに受容された状態で装置の縦軸を中心に回
転できるのに十分な円周方向の幅を有するように設計する必要がない。これにより、実質
的に突起と窪みの間の遊び／ギャップが不要であるので、コード化形状の総数（突起／窪
みの、円周上の位置、半径方向の範囲、円周方向の範囲、及び軸方向の範囲のうちの一以
上によって画定される）が増大する。
　容器及び投薬アセンブリの一方が、容器及び投薬アセンブリの他方に設けられた対応す
る凹部に受容される、一又は複数の軸方向に伸びる凸部を備えることにより、システムは
更に高いユーザの安全性レベルを提供することができる。更に、軸方向の凸部と軸方向の
凹部が所定のコード化形状を画定しない限り、容器が投薬アセンブリにロックされること
が防止される。
【００１６】
　一実施形態では、容器及び／又は投薬アセンブリは、装置の外表面から操作することに
より容器と投薬アセンブリとのロック及びロック解除を可能にする回転可能な把持部材を
備えることができる。この回転可能な把持部材は、装置の縦軸を中心に回転することによ
り、第１及び第２固定部材の係合を解除することができる。一実施形態では、回転可能な
把持部材は、投薬アセンブリと容器とのロック解除又はロックのために一回転未満、例え
ば、９０度未満、４５度未満、３０度未満、又は１５度未満に亘って回転することができ
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る。
　更に、回転可能な把持部材はリング形状であり、リング状部材の少なくとも一部は、容
器及び／又は投薬アセンブリを取り囲むことができる。回転可能な把持部材の回転軸は、
容器及び／又は投薬アセンブリの中心軸と一致してもよい。
【００１７】
　別の構成では、回転可能な把持部材は、容器及び／又は投薬アセンブリを取り囲まず、
医療用送達システムの外表面の一部のみが把持部材によって覆われる。一実施例として、
回転可能な把持部材は、装置の縦軸を中心に回転することによって第１固定手段と第２固
定手段との係合を解除する、半径方向に延びるオペレータを備えることができる。
　容器が投薬アセンブリから偶発的にロック解除されることを防ぐために、回転可能な把
持部材は、ロック位置とロック解除位置との間で軸方向に移動可能であり、ロック位置に
位置するときは装置の縦軸を中心に回転することが防止され、ロック解除位置に位置する
ときは装置の縦軸を中心に回転することができる。
【００１８】
　加えて、投薬アセンブリ及び／又は容器に対して回転可能な把持部材を軸方向に移動さ
せることにより、当該部材をロック解除位置に維持することができる。
　一実施形態では、容器は、回転可能な把持部材と容器及び投薬アセンブリの他方との直
線的な非回転運動、例えば純粋な直線運動により、投薬アセンブリにロックされる。同じ
実施形態において、容器は、回転可能な把持部材と容器及び投薬アセンブリの他方との回
転的な非直線運動、例えば純粋な回転運動により、投薬アセンブリからロック解除される
。
【００１９】
　第２の実施形態では、容器は、容器と投薬アセンブリの間の直線的な非回転運動、例え
ば純粋な直線運動により、投薬アセンブリにロックされる。同じ実施形態において、容器
は、容器と投薬アセンブリの間の回転的な非直線運動、例えば純粋な回転運動により、投
薬アセンブリからロック解除される。回転運動は、容器と投薬アセンブリの間の、一回転
未満、例えば１８０度未満、９０度未満といった相対的な回転とすることができる。特定
の実施形態では、回転運動は５～４５度、例えば１５～３５度、例えば１５度、２０度、
２５度、又は３０度である。
　直線運動によるロックと回転運動によるロック解除とを可能にするため、第１の固定手
段及び第２の固定手段の一方は、第１の固定手段及び第２の固定手段の他方に設けられた
半径方向に延びる窪みに受容される少なくとも一つの半径方向に延びる突起を画定するこ
とができる。固定用突起及び窪みの各々は、連結又は連結解除手順が行われる間、半径方
向に内側に又は外側に延びることができる。半径方向に延びる一又は複数の固定用の突起
が対応する固定用窪み内に受容されているとき、容器と投薬アセンブリの互いに対する直
線運動はロックされている。特定の実施形態では、半径方向に延びる固定用の突起又は窪
みは、軸方向に延びるコード化形状を形成している二つの軸方向に延びる固定用の凸部又
は軸方向に延びる凹部の間に設けられる。
【００２０】
　一実施形態では、容器が投薬アセンブリに固定されているとき、容器及び投薬アセンブ
リの一方が、容器及び投薬アセンブリの他方を取り囲む。この実施形態では、取り囲む部
分が、半径方向に内側に延びる固定用突起を備えることができ、取り囲まれる部分が、半
径方向に内側に延びる固定用窪みを備えることができる。別の構成として又は追加的構成
として、取り囲まれる部分が半径方向に外側に延びる突起を備え、取り囲む部分が半径方
向に外側に延びる固定用窪みを備えることができる。
　容器又は投薬アセンブリは、一又は複数の、例えば一、或いは二以上、三以上、四以上
、五以上又は六以上の、半径方向に延びる固定用突起を備えることができる。加えて、容
器又は投薬アセンブリは、一又は複数の、例えば一、或いは二以上、三以上、四以上、五
以上又は六以上の、半径方向に延びる固定用窪みを備えることができる。一実施形態では
、半径方向に延びる固定用窪みは、容器又は投薬アセンブリの側壁を貫通することができ
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、よって前記側壁の内表面及び外表面に開口を画定することができる。別の実施形態では
、窪みは側壁中に及び、側壁の内表面又は外表面に開口を一つだけ画定する。
【００２１】
　投薬アセンブリに容器をロックする際、窪み内に向かって固定用突起にバイアスを掛け
ることにより、容器を投薬アセンブリにロックすることができる。大部分の実施形態では
、窪みに係合しているとき、一又は複数の突起は休止位置にある。固定用窪み内に押し込
まれる前に、容器の表面と投薬アセンブリとの係合により固定用の突起にその休止位置か
ら離れる方向へバイアスを掛けることができる。
　突起にその休止位置から離れる方向へとバイアスを掛けることができるように、第１固
定手段及び／又は第２固定手段は傾斜した表面を有することができる。一実施形態では、
傾斜面には一又は複数の固定用突起が設けられる。傾斜面の法線は、医療用送達システム
の中心軸に平行な第１成分と、装置の半径方向に延びる第２成分とを有することができる
。傾斜面に軸方向の力が加わると、固定用突起が押され、医療用送達システムの設計に応
じて半径方向に沿って内側又は外側へ動かされることにより、その休止位置から離れる。
【００２２】
　一実施例として、容器は、半径方向に延びる固定用突起を備えることができ、この固定
用突起は、固定される際に容器が投薬アセンブリに向かって移動すると、投薬アセンブリ
のリム等の表面に係合する傾斜面を有する。容器と投薬アセンブリとを軸方向沿って更に
互いに対して移動させると、投薬アセンブリによって傾斜面に軸方向の力が加わることに
より、半径方向に延びる固定用突起がその休止位置から離れる。
　固定用突起が半径方向に移動できるように、半径方向に延びる固定用突起又は窪みは、
二つの軸方向に延びる固定用凸部又は凹部の間に設けることができ、これによって軸方向
に延びる凸部上に半径方向に延びる固定用突起を設けることができる。軸方向に延びる凸
部の半径方向及び円周方向の厚みが小さいほど、半径方向に延びる固定用突起を半径方向
に動かすことが容易となることは明らかである。
【００２３】
　半径方向に延びる一又は複数の固定用突起が対応する固定用窪み内に受容されていると
き、容器と投薬アセンブリは互いに対して直線運動できないようにロックされている。投
薬アセンブリから容器をロック解除するためには、固定用突起を半径方向に沿って固定用
窪みの外側に移動させなければならない。これは、投薬アセンブリと容器とを互いに対し
て回転させることによって行うことができる。回転可能な要素を備える実施形態では、回
転可能な要素を、容器及び／又は投薬アセンブリに対して回転させることにより、固定用
突起を窪みから半径方向に沿って外側へ移動させることができる。
　一実施形態では、一又は複数の固定用突起には、対応する固定用窪みの一表面に係合す
る第２の傾斜した表面が画定され、よって容器を投薬アセンブリに対して回転させたとき
、一又は複数の固定用突起が半径方向に沿って内側又は外側へ押される。第２の傾斜面の
法線は、医療用装置の外表面に対する接線と平行な第１成分と、装置の半径方向に延びる
第２成分とを有することができる。固定用突起を回転させると、第２の傾斜面は窪みの表
面に接し、これによって突起が、医療用送達システムの設計に応じて内側又は外側へと押
される。回転運動は、容器と投薬装置の間の、一回転未満、例えば１８０度未満、又は９
０度未満の相対的な回転とすることができる。特定の実施形態では、回転運動は、５～４
５度、例えば１５～３５度であり、例えば１５度、２０度、２５度、又は３０度である。
【００２４】
　投薬アセンブリに対して容器をロックするために、第１固定手段及び第２固定手段の各
々に窪みを画定することができる。このような窪みは、投薬アセンブリ及び容器の内表面
又は外表面に設けることができ、よって投薬アセンブリに対して容器がロックされると、
二つの窪みにより一つの空洞が画定される。一実施形態では、容器の窪みは外表面上に画
定され、投薬アセンブリの窪みは内表面上に画定され、よって、容器が投薬アセンブリ内
に挿入されると、それら窪みが整列して空洞を画定することができる。別の実施形態では
、容器の窪みは容器の内表面上に画定され、投薬アセンブリの窪みは投薬アセンブリの外
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表面上に画定されて容器内に挿入される。
　更に、二つの窪みにより容器を投薬アセンブリにロックするために、第１固定手段及び
第２固定手段の一方に、容器が投薬アセンブリに固定されているときに窪みにより画定さ
れる空洞内で半径方向に可動なロック部材を更に設けることができる。二つの窪みが互い
に整列しており、二つの窪みによって画定される空洞内にロック部材が位置するとき、容
器と投薬アセンブリとの相対的な直線運動はロックされている。
【００２５】
　各窪みは、容器又は投薬アセンブリの外表面上に画定される円周溝か、或いは容器又は
投薬アセンブリの内表面上に画定される溝とすることができる。各溝には、装置の縦軸と
交わる一平面を画定する少なくとも一つの表面を画定することができ、例えばそのような
平面は装置に対してほぼ垂直である。一実施形態では、少なくとも一つの溝は、それぞれ
が装置の縦軸にほぼ垂直な二つのほぼ平坦な表面を画定する。
　ロック部材は、例えば円筒形又は円環面を画定することにより、Ｃ字型又はリング形状
とすることができる。ロック部材は、使用中に装置の縦軸とほぼ垂直となる二つのほぼ平
行な表面を含むことができる。
【００２６】
　両方の窪み／溝によって画定される空洞内にロック部材が設けられ、即ち、リング状要
素の第１の部分が二つの窪みのうちの第１の窪み内に設けられ、リング状要素の第２の部
分が二つの窪みのうちの第２の窪み内に設けられるとき、投薬アセンブリから容器を取り
外すことが防止される。従って、投薬アセンブリから容器をロック解除するには、ロック
部材を窪みの一つから出さなければならない。このように、一実施形態では、ロック部材
は、ロック部材の第１の部分が二つの窪み／溝のうちの第１の窪み／溝内に位置し、ロッ
ク部材の第２の部分が二つの窪み／溝のうちの第２の窪み／溝内に位置する第１位置と、
ロック部材の一部は二つの窪み／溝のうちの第１の窪み／溝内に位置するが、第２の窪み
／溝内にはロック部材が位置しない第２の位置との間で移動する。
　二つの位置の間でロック部材が移動できるように、容器が投薬アセンブリに固定されて
いる状態で容器と投薬アセンブリとが互いに対して回転運動すると、ロック部材は半径方
向に縮小又は拡大することができる。
【００２７】
　一実施形態では、ロック部材はほぼＣ字型の要素を画定し、この要素の二つの端面が円
周上で互いから離れるように移動すると、Ｃ字型要素が拡大する。従って、投薬アセンブ
リから容器をロック解除するために、容器と投薬アセンブリは、二つの端面に円周上で互
いから離すように力を加えることができる。従って一実施形態では、容器及び投薬アセン
ブリの各々が、例えば半径方向に延びるノブによって画定される半径方向に延びる接触面
を備え、各接触面が、対応するロック部材の半径方向に延びる表面と係合することにより
、容器と投薬アセンブリとが互いに対して回転すると、容器と投薬アセンブリの接触面が
、ロック部材に対して円周上で反対方向に作用する圧力を掛けることになり、よってロッ
ク部材の半径方向に延びる表面の各々が拡大又は縮小する。
　ロック部材は、装置の近位方向又は遠位方向に向く一又は複数の湾曲面を画定すること
ができる。湾曲面の各々は少なくとも二つの非平行な法線を有することができ、各法線は
、ロック部材が第１及び第２の固定手段の窪み内に位置するとき、装置の縦軸と平行な一
成分を有する。同様に、容器の一又は複数の固定用窪みには、近位側又は遠位側に湾曲し
た表面を画定することができ、各湾曲面は、装置の縦軸に平行な成分を有する少なくとも
二つの非平行な法線を画定する。
【００２８】
　第２の態様では、本発明は、本発明の第一の態様による医療用送達システムに使用する
のに適した（適合された）容器に関する。
　本発明の第２の態様は、本発明の第一の態様のあらゆる機能及び／又は要素を含むこと
ができる。特に、第２の態様の容器は、本発明の第１の態様による容器のあらゆる機能及
び／又は要素を含むことができる。
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【００２９】
　更に、本容器は、チャンバ内に薬剤を含むことができ、且つ流出口に向かって遠位方向
へ移動することによりチャンバの容積を減少させて薬剤を放出することが可能なピストン
をスライド可能に収容することができる。本容器は、円周方向に延びる窪みから画定され
る固定手段と、窪み内に受容されるリング状のロック手段とを備えることができ、リング
状要素は窪み内で半径方向に可動である。円周方向に延びる窪みは外表面上に設けること
ができ、これにより窪みは容器の中心軸に向かって内側に広がる。別の構成では、窪みは
内表面上に設けることができ、これにより窪みは、容器の中心軸から離れるように外側に
広がる。
　別の実施形態では、容器は、円周方向に延びる窪みと、半径方向に延びる凸部とから構
成される固定手段を備えることができ、この凸部は半径方向に延びる接触面を有し、前記
半径方向に延びる接触面は、前記円周方向に延びる窪みと少なくとも部分的に軸方向に整
列する。この場合も、円周方向に延びる窪みは、容器の中心軸に向かって内側に広がるよ
うに外表面上に設けることができ、これにより、半径方向に延びる凸部は、容器の中心軸
から外側に向かって延びる。別の構成では、窪みは、容器の中心軸から離れる方向へと外
側へ向かって広がるように内表面上に設けることができ、これにより、半径方向に延びる
凸部は、容器の中心軸へと半径方向に内側に延びる。どちらの場合も、凸部は、円周方向
に延びる窪みの底面部分から延びていてよい。
【００３０】
　更に、容器は、一又は複数の半径方向に延びるコード化用の突起及び／又は窪みを備え
ることができる。加えて、容器は、一又は複数の軸方向に延びる凸部及び／又は凹部を備
えることができる。
【００３１】
　第３の態様では、本発明は、本発明の第１の態様による医療用送達システムに使用され
る（適合される）投薬アセンブリに関する。
　本発明の第３の態様は、本発明の第１の態様のあらゆる機能及び／又は要素を含むこと
ができる。特に、第３の態様による投薬アセンブリは、本発明の第１の態様による投薬ア
センブリのあらゆる機能及び／又は要素を含むことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
　後述では、添付図面を参照して本発明を詳細に説明する。
【図１】本医療用送達システムの第１の実施形態を部分的に示す図である。
【図２】本医療用送達システムの第１の実施形態を部分的に示すまた別の図である。
【図３】本医療用送達システムの第１の実施形態を部分的に示すまた別の図である。
【図４】本医療用送達システムの第１の実施形態を部分的に示すまた別の図である。
【図５】本医療用送達システムの第１の実施形態を部分的に示すまた別の図である。
【図６】本医療用送達システムの第２の実施形態を部分的に示す図である。
【図７】本医療用送達システムの第２の実施形態を部分的に示すまた別の図である。
【図８】本医療用送達システムの第２の実施形態を部分的に示すまた別の図である。
【図９】図１ないし８及び１１ないし１４に開示する第１、第２及び第３の実施形態の細
部の変形例を示す。
【図１０】図１ないし８及び１１ないし１４に開示する第１、第２及び第３の実施形態の
細部の変形例を示す。
【図１１】本医療用送達システムの第３の実施形態を部分的に示す図である。
【図１２】本医療用送達システムの第３の実施形態を部分的に示すまた別の図である。
【図１３】本医療用送達システムの第３の実施形態を部分的に示すまた別の図である。
【図１４】本医療用送達システムの第３の実施形態を部分的に示すまた別の図である。
【図１５】本医療用送達システムの第４の実施形態を部分的に示す図である。
【図１６】本医療用送達システムの第４の実施形態を部分的に示すまた別の図である。
【図１７】本医療用送達システムの第４の実施形態を部分的に示すまた別の図である。
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【図１８】本医療用送達システムの第４の実施形態を部分的に示すまた別の図である。
【図１９】本医療用送達システムの第４の実施形態を部分的に示すまた別の図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　図１は、容器１０２と投薬アセンブリ１０４とを備えた医療用送達システム１００の一
部を明らかにしている。図は、容器１０２の一部と投薬アセンブリ１０４の一部のみを示
す。一実施例として、本発明の容器は、容器１０２によって画定されるチャンバ（図示せ
ず）と、スライドするように配置されたピストン（図示せず）を更に備え、このチャンバ
は注入される薬剤を収容する。図１の医療用送達システムの断面図を図２及び図３に示す
。図２は、突起１０５もコード化突起１０７も含まない断面Ａ－Ａ’を示し、図３は突起
１０５及びコード化突起１０７の両方を含む断面Ｂ－Ｂ’を示す。
　投薬アセンブリ１０４は、溝状の窪み１０８を画定する第1の固定手段１０６と、Ｃ字
型の回転可能な要素１１０とを備える。更に、容器１０２は、やはり溝状の窪み１１４を
画定する第２の固定手段１１２を備える。
【００３４】
　図２に示すように、Ｃ字型の回転可能な要素１１０の第1の部分は溝状の窪み１１４内
に配置され、Ｃ字型の回転可能な要素１１０の半径方向に内側に向く表面１１６が、容器
１０２の溝状の窪み１１４の半径方向に外側に向く表面１１８に接する。更に、図２に示
すように、Ｃ字型の回転可能な要素１１０の第２の部分は投薬アセンブリの溝状の窪み１
０８内に配置される。このように、Ｃ字型の回転可能な要素１１０が両方の窪み１０８、
１１４内に配置されるので、容器は投薬アセンブリに対して軸方向にロックされる。従っ
て、投薬アセンブリ１０４に対して容器１０２を、軸方向に沿って遠位方向１２０に動か
そうとすると、容器１０２の溝状の窪み１１４の遠位方向に向く表面が、Ｃ字型の回転可
能な要素１１０の近位側に向く表面に当接し、且つＣ字型の回転可能な要素１１０の遠位
側に向く表面が投薬アセンブリ１０４の近位側に向く表面に当接する。回転可能な要素１
１０の半径方向の幅が、投薬アセンブリ１０４の溝状の窪み１０８の半径方向の深さと等
しいかそれよりも小さいことにより、Ｃ字型の回転可能な要素１１０を、半径方向に外側
に、溝状の窪み１０８内へと動かすことにより、容器１０２を投薬アセンブリ１０４から
ロック解除することができる。
　Ｃ字型の回転可能な要素１１０の半径方向に延びる表面１２２、１２４が（円周上で）
互いから離れると、Ｃ字型の回転可能な要素１１０は半径方向に拡大する。これは、装置
の縦軸を中心として投薬アセンブリ１０４に対して容器１０２を回転させると、突起１０
５が半径方向に延びる表面１２２、１２４の一方に当接し、半径方向に延びる表面１２２
、１２４の他方が投薬アセンブリのノブ１０９の表面に当接することにより行われる。更
に回転させると、Ｃ字型の回転可能な要素１１０が容器１０２の溝状の窪み１１４から外
れ、よって容器１０２が投薬アセンブリ１０４からロック解除され、遠位方向１２０に自
由に移動可能となる。
【００３５】
　図１の実施形態では、半径方向に延びる表面１２２、１２４はＣ字型の回転可能な要素
１１０の屈曲した端部１２３、１２５に画定されている。Ｃ字型要素１２０の他の実施形
態では、半径方向に延びる表面１２２、１２４はＣ字型要素の端部の表面によって画定さ
れる。
　容器１０２及び投薬アセンブリ１０４はまた、図３、４及び５に示すように、半径方向
に延びるコード化突起１０７及び半径方向に延びるコード化窪み１２６を含む。コード化
突起１０７及びコード化窪み１２６は所定のパターンで設けられているので、同じパター
ンを有する容器と投薬アセンブリだけが互いに取り付け可能である。これにより、間違っ
た薬剤を収容する容器が問題の特定の投薬アセンブリに偶発的に取り付けられる可能性が
無くなるので安全性が向上する。互いにロックされているとき、容器１０２と投薬アセン
ブリ１０４が互いに対して回転できるように、コード化窪み１２６の幅を、投薬アセンブ
リ１０４の近位方向に近づくにつれて大きくする（図５参照）。
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【００３６】
　更に、Ｃ字型要素が両方の溝状の窪み１０８、１１４内に受容されるように、容器１０
２の近位端１２８には傾斜した表面１３０が画定されており、この表面１３０は、容器１
０２が投薬アセンブリ１０４に挿入される際にＣ字型要素１１０を半径方向に拡大させる
。容器１０２を投薬アセンブリ１０４内へと更に軸方向に沿って移動させると、Ｃ字型要
素１１０が容器１０２の外表面上に乗り上げ、最終的に、容器１０２の外表面１１５上に
画定された溝状の窪み１１４内に受容される。溝状の窪み１１４内にＣ字型要素１１０が
受容される際、Ｃ字型要素は軸方向に縮小する。
　投薬アセンブリ１０４に突起１０５が受容されるように、投薬アセンブリ１０４は軸方
向に延びるトラック１３２を含む。
【００３７】
　図６ないし８の実施形態においては、投薬アセンブリ１０４が軸方向に延びる凸部１３
４を含み、容器１０２が軸方向に延びる凹部１３６を含むことにより、患者の安全性が更
に向上している。互いに噛み合う凹部１３６と凸部１３４とをそれぞれ有する容器１０２
と投薬アセンブリ１０４だけが互いに固定可能である。図６の実施形態では、凹部１３６
の近位方向に向く底面１３８と、突起１０５の近位側に向く表面１４０とが、軸方向にお
いて同じまたはほぼ同じ位置に配置される。しかしながら、一部の実施形態では、表面１
４０は表面１３８より近位側に位置する。
　図９に示す別の構成では、Ｃ字型の回転可能な要素１１０は、半径方向に延びるコード
化突起１０７より遠位側に位置する。
【００３８】
　図１０では、Ｃ字型のロック部材１１０は、屈曲した端部１４２と屈曲していない端部
１４４とを含む。屈曲した端部１４２は、通路１４６に受容されて半径方向に移動可能で
ある。しかしながら、一部の実施形態では、屈曲した端部１４２は半径方向に沿って一番
外側の位置に保持される。投薬アセンブリ１０４に対して容器１０２を反時計回りに回転
させると、容器１０２の突起１０５がＣ字型要素１１０の屈曲していない端部１４２に当
接する。これにより、屈曲した端部１４２の半径方向に延びる表面が通路１４６の表面に
当接し、突起１０５が屈曲していない端部１４４の端部表面に当接するので、容器１０２
を更に回転させるとＣ字型要素１１０が半径方向に拡大する。屈曲していない端部１４４
を容器の溝状の窪み１１４から外すために、突起１０５は傾斜した表面１４８を有し、こ
の傾斜面により、突起１０５が半時計周りに回転すると、屈曲していない端部１４４が半
径方向に外側に押し出される。
　図１１ないし１４では、投薬アセンブリ１０４は、投薬アセンブリ１０４に対して回転
させるとＣ字型要素１１０を拡大させる、回転可能な把持部材１５０を備える。回転可能
な把持部材１５０の突起１０５を、投薬アセンブリ１０４の突起１０９に対して回転させ
ると、Ｃ字型要素が半径方向に拡大し、これにより容器１０２が投薬アセンブリ１０４か
らロック解除される。図１３及び１４では、容器１０２は軸方向に延びる凹部１３６を含
み、この凹部は投薬アセンブリ１０４の軸方向に延びる凸部１３４を受容する。凸部１３
４と凹部１３６の使用により、上述のように患者の安全性が向上する。
【００３９】
　図１５ないし１９では、投薬アセンブリ１０４の第1の固定手段は、容器１０２の第２
の固定手段を構成する固定用突起１５２を受容する窪み１５１から構成される。図１５な
いし１７の実施形態では、投薬アセンブリ１０４の窪み１５１は、投薬アセンブリ１０４
の側壁を貫通しており、側壁の内表面と外表面とに開口を画定している。固定用突起１５
２は、容器１０２が投薬アセンブリ１０４内に押し込まれたとき投薬アセンブリ１０４の
リム１５６に接する第1の傾斜表面１５４を有し、この傾斜表面によって固定用突起１５
２は半径方向に内側に押し込まれる。更に容器１０２と投薬アセンブリ１０４とを互いに
軸方向に移動させると、固定用突起１５２は窪み１５１内に受容される。突起１５２の遠
位側に向く表面１５６と投薬アセンブリ１０４の近位側に向く表面１５８とが接すること
により、容器１０２は投薬アセンブリ１０４にロックされる。容器１０２と投薬アセンブ



(13) JP 2010-501306 A 2010.1.21

リ１０４とを互いに対して回転させると、容器１０２の第２の傾斜表面１６０と投薬アセ
ンブリ１０４の表面１６２とが係合することにより、突起１５１が半径方向に内側に押し
込まれる。図１９に示すように、容器は軸方向に延びる凹部１３６を含むことができ、凹
部と凹部の間に固定用突起１５２が設けられることにより、突起１５２を内側に動かすに
は凹部間の材料のみを屈曲させればよいので、突起１５２を内側に動かすのに必要な力が
低減される。図１５ないし１９の容器及び投薬アセンブリは、上述したような、ユーザの
安全性を高めるためのコード化突起１０７及び軸方向に延びるトラック１３２を備える。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図９】
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